






































Analysis of Color Features for Pictures of Children



















ら情報エントロピーの小さい絵 6 枚，中程度の絵 5 枚，大きい絵 5 枚の計 16 枚を任意に選択し，
それらについて画像解析により同時生起特徴量として角二次モーメント（ASM），相関（COR），
コントラスト（CON），情報エントロピー（ENT）をそれぞれ算出した。同時生起特徴量は画
素対の相対位置関係（d, θ）の関数として求められた。すなわち画素間距離 d=1 に対して位



































　Masui & Isobe（2011）ではオーストラリア（29 名）と日本の小学生（56 名）とを比較した。












15cm の和紙）と 24 色のサクラ・クレパスを使用し，日本，韓国，オーストラリアの小学校
で調査を行った。いずれも小学校３年生で，日本は S 小学校 55 名，韓国は C 小学校 25 名，
オーストラリアは G 小学校 46 名である。比較サンプルとして日本の女子大生 86 名分のデー




















様の表現が多いことが反映されている（Fig. 7, 8）。こうした特定の色使用の偏りは x2 検定の残差
分析により確認されている。
　色使いの印象を量的に把握するために Shannon の方法で情報量を計算した。大学生では使
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